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臨床スポーツ医学特講、臨床スポーツ医学特論など

スポーツ医学（整形外科）

担当科目

専門分野

医療の現場から医療の現場から
スポーツ傷害のスポーツ傷害の
治療と予防を考える治療と予防を考える

　私は、全日本男女バレーボールのチームドクターを約20年間務めまし
た。現在は、大阪体育大学診療所所長を務めながら、スポーツ傷害の治
療や予防について研究しています。スポーツ傷害の多くは、オーバーユー
スによって引き起こされます。また、競技によって特殊性が見られる点も
特徴です。たとえばバレーボールの競技者であれば、頻繁にジャンプをす
ることによるジャンパー膝や、腰を反ってスパイクをすることによる腰椎
分離症になりやすくなります。オーバーユースが原因の症状は、安静にす
ることが大切です。しかし、患者がナショナルチームのメンバーであれば
そうはいきません。可能な限り早期復帰ができる処置を考案して提供す
る必要があります。このように、傷害の現れ方は競技によってさまざま
で、治療方法も患者の立場や状況によって変化します。一人ひとりの症
例と向き合いながらスポーツ傷害の本質を探り、早期復帰や傷害予防
の手立てを模索しています。
　大学院生の中には、スポーツ医学に初めて触れる社会人経験者も少な
くありません。それゆえ、「臨床スポーツ医学特講」の授業では、医学の基
礎からていねいに解説するよう努めています。5000人以上の競技者を
治療した経験も活かしながら、早期復帰に貢献する医療や傷害予防の
重要性などをお伝えできればと思います。
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トップアスリートになるほどオー
バーユースが顕著になり、傷害が
発生しやすくなる。

■スポーツ傷害

チームドクターは整形外科医が多
い。国際試合に帯同する場合は、
ホテルなどで治療をすることも。

■バレーボール

長期間の安静が難しいトップアス
リートの世界。適切な治療による
早期復帰サポートが求められる。

■早期復帰

さまざまな治療を通して、人間の運
動機能の仕組みを知る。その活動
が傷害予防につながる。

■傷害予防




